
第 22回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会 

岡 山 県 大 会  実 施 要 項 
 

 

１ 趣  旨   団員にスポーツの歓びを経験する機会と、より伸びるための研修の場を与え、バ 

レーボールを通じて団員相互の交流を深め、仲間意識と連携を高めることにより、 

スポーツ少年団活動を一層豊かなものとするとともに、地域における団活動の活 

性化を図る。 

 

２ 主  催   公益財団法人岡山県スポーツ協会岡山県スポーツ少年団 

 

３ 共  催   赤磐市スポーツ少年団 和気町スポーツ少年団 （申請予定） 

岡山県小学生バレーボール連盟 （申請予定） 

 

４ 後  援   岡山県   

    

５ 期  日   令和６年１１月３０日（土） ・ １２月１日（日） 

           

６ 会  場   山陽ふれあい公園体育館（大会１日目・２日目） 

          〒709-0832 岡山県赤磐市正崎 1368 

         和気町体育館（大会１日目） 

          〒709-0442 岡山県和気郡和気町福富 312-1  

                           

７ 大会日程   ＜大会１日目＞ １１月３０日（土） 

           開場・受付   ９：００～  

           監 督 会 議   ９：１５～  

           試 合 開 始   ９：３０～  

 

＜大会２日目＞ １２月１日（日） 

           開場・受付   ９：００～      

           監 督 会 議   ９：１５～  

           開 会 式   ９：３０～  

           試 合 開 始   ９：４５～ 

 

８ 参加資格   岡山県大会での参加資格は次のとおりとする。ただし、優勝チームが全国大会へ 

出場の際の参加条件は、全国大会参加条件によるものとする。 

（１）団員 

令和６年度日本スポーツ少年団登録団員であること。 

（２）指導者（監督・コーチ） 

令和６年度日本スポーツ少年団登録指導者であること。 

ただし、指導者（監督・コーチ）のいずれか１名は、スポーツ少年団の理念 

を学んでいる指導者であること。 

（３）その他（マネージャー） 

令和６年度日本スポーツ少年団登録をしている者とする。 

※登録している者であれば、団員・指導者・役員及びスタッフを問わない。 

 



 

９ チーム編成  （１）監督、コーチ、マネージャーは各１名、選手１２名以内で、原則として、 

同一単位団所属であること。 

（２）同一単位団から複数のチームが参加の場合、重複登録は認めない。 

 

10 競技規則   令和６年度公益財団法人日本バレーボール協会が定める「６人制バレーボール競 

技規則」と、別に定める「小学生バレーボール競技規則」を採用する。 

 

11 競技方法   （１）男女別トーナメント方式。３セットマッチ２１点制のラリーポイント方式 

で行い、２セット先取したチームが勝者とする。 

ただし、２０対２０になった場合は、いずれかのチームが２点リードする 

まで続行される。 

セットカウント１対１になった場合、第３セット目は１５点を先取したチ 

ームを勝者とし、１４対１４の同点になった場合、競技は２点リードに達 

するまで続行される。また、第３セットはリードしているチームが８点に 

達した時にコートの交替を行う。 

第１・第２セットは、リードしているチームの得点が１１点、第３セット 

は８点に達した時点で、３０秒間のテクニカル・タイムアウトを適応する。 

※男子については、参加チーム数により変更することがある。 

（２）試合開始１１分前よりプロトコールを開始する。公式練習は、両チーム合 

同で行う場合は６分間とし、単独で行う場合は３分間とする。 

 

12 使 用 球   公益財団法人日本バレーボール協会が公認する人工皮革軽量４号カラーボール 

「ミカサボール（ＭＶＡ５００）」／（円周 62～64 ㎝、重量 200～220ｇ）とする。 

 

13 審 判 員   日本バレーボール協会公認審判員を原則とする。 

         主審・副審・ラインジャッジ・得点・記録は、原則敗者チームが行う。 

なお、第１試合の審判・補助員については、第３試合のチームによって行うこと 

を基本とする。ただし、チームの状況により対応することもある。 

 

14 参 加 費   １チーム ５，０００円 （※ 代表者会議当日に持参すること） 

 

15 代表者会議  出場チームの引率責任者または責任のもてる代表者は、次により代表者会議を開 

         催するので、必ず出席しなければならない。 

         当日連絡なしで欠席したチームは、大会を棄権したものとみなす。 

         ※変更事項・詳細等については、本代表者会議で決定する。 
 

（１）日 時 令和６年１１月２日（土） 

１１時００分 ～ （ 受付：１０時３０分 ～ ）  

（２）会 場 瀬戸公民館 

       〒709-0861 岡山県岡山市東区瀬戸町瀬戸 54-1 

            ※代表者会議当日連絡先：０８０－２９１０－６２７２ 

（岡山県スポーツ少年団事務局携帯） 

 

16 申込み方法  参加を希望する単位団は、所属する市町村スポーツ少年団へ申込みをすること。

市町村スポーツ少年団は、管下の参加単位団を取りまとめ、次により申込みを行

うこと。 



 
（１）所定の参加申込書に必要事項を記入すること。 

（２）申込期限  令和６年１０月２５日（金）必着厳守 

（３）申込み先  〒700-0012 岡山市北区いずみ町２－１－３ 

ジップアリーナ岡山 岡山県広域スポーツセンター内 

公益財団法人岡山県スポーツ協会 

岡山県スポーツ少年団事務局 （担当：山江） 

E-mail： kenta_yamae@okayama-taikyo.or.jp  

 

17 その他注意事項 

（１）大会期間中の事故については、事務局はその責を負わない。 

（２）各チームは、スポーツ傷害保険またはこれに相当する保険に加入していること。 

（３）団員（選手）・指導者（監督・コーチ）・その他（マネージャー）の変更は代表者会議まで 

とし、代表者会議以降は原則認めない。 

（４）指導者の服装は、短パン・Ｔシャツは不可とし、上着は襟付きのものを着用し、統一する 

ことが望ましい。また、監督・コーチ・マネージャー章を各チームで用意し、必ず左胸部 

に付けること。また団員のユニフォームは、統一したものであること。ネックウォーマー 

等の着用は、原則認めない。 

（５）各チームは１２月１日（日）の開会式にスポーツ少年団旗を持参すること。 

（６）女子は１位から３位（２チーム）の４チーム、男子は１位・２位の２チームを１２月１日 

（日）の閉会式で表彰する。 

（７）各団の代表者は、各会場の受付時間内に受付を済ませること。 

（８）各会場への車両の駐車には、役員の指示に従うこと。 

（９）体育館での下履きの管理はチームでまとめて行うこと。 

（10）応援者へのマナー遵守の徹底は、指導者が図ること。 

（11）弁当の空き箱、ゴミ等は必ず持ち帰ること。 

（12）オーダー表、得点板用のチーム名表示は各チームで持参すること。 

 

18 全国大会について ※女子優勝チームは、全国大会に出場することができる。 

ただし、次の参加条件を満たしていない場合は、参加条件を満たしている２位以下のチームが出 

場することができる。 

 

○期 日  令和６年１２月２７日（金）～３０日（月） 

○会 場  開催県： 愛媛県 

【開会式】 愛媛県武道館／愛媛県松山市市坪西町５５１ 

【試合会場】 愛媛県武道館／愛媛県松山市市坪西町５５１ 

愛媛県総合運動公園体育館／愛媛県松山市上野町乙４６ 

松山市総合コミュニティセンター体育館／愛媛県松山市湊町７－５ 

○参加条件 

（１）団員 

下記の条件を満たす者で、所属都道府県スポーツ少年団本部長が推薦する団員。 

・令和６年度日本スポーツ少年団登録をしている令和６年４月１日現在、小学校３年生から

６年生の団員。 

・集団生活に際し、規則正しい行動のとれる者。 

・大会日程に耐えられる健康な心身の持ち主で、大会参加に支障のない者。 

・保護者に大会参加の承諾を得た上、通学校長に大会参加の届出を行った者。 

 

mailto:kenta_yamae@okayama-taikyo.or.jp


（２）指導者（監督・コーチ） 

・令和６年度日本スポーツ少年団に指導者登録している者であり、集団指導の能力に優れ、 

所属都道府県スポーツ少年団本部長が推薦する者。 

・指導者（監督・コーチ）のうち１名は、公益財団法人日本スポーツ協会公認バレーボール 

コーチ１～４若しくはスタートコーチ（バレーボール）いずれかの有資格者、又は公益財 

団法人日本バレーボール協会ならびに、日本小学生バレーボール連盟が共催する全国小学 

生バレーボール研修会の受講者。 

なお、試合時はそれらを証明する証明書等を所持すること。 

 

（３）その他（マネージャー） 

・令和６年度日本スポーツ少年団登録をしている者で、所属都道府県スポーツ少年団本部長 

が推薦する者。 
 

※上記全国大会参加条件は、変更になる場合があります。 

 


